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解答上の注意 

１．問題冊子は、表紙を含め３枚である。 

２．問題には、問題１と問題２がある。配点は、問題１が 50 点、問題２が 50
点である。 

３．表裏に解答欄がある解答用紙は、問題１用と問題２用の２枚が配布されて

いる。各問題ごとに解答用紙１枚を使って解答すること。 

４．解答用紙の受験番号欄に受験番号を算用数字で記入し、また試験科目名も

記入すること。なお、整理番号等その他の記入欄には記入しないこと。 

５．試験終了後、問題冊子及び下書き用紙は持ち帰ること。 

６．解答の際は、黒又は青のボールぺンを使用すること。 

７．試験終了後、解答用紙と貸与した六法を回収するので、指示があるまで席

を立たないこと。 

８．その他は、すべて監督者の指示に従うこと。 



【問題１】 以下の設問に答えよ。 

 

Ｘは，平成２３年７月頃，自分の高級腕時計を同年９月末までの約束でＡに貸していた

ところ，８月中旬，その時計を高額で買い取りたいという人が現れたので，所用のため，

その時計を取り返さなくてはならなくなった。しかし，９月末まで貸すという約束だった

ので，事情を話してもＡは返してくれないだろうと思い，Ｘは，Ａの留守を見計らって，

Ａ宅に侵入して取り返そうと計画し，９月上旬のある日，Ａの留守を見計らってＡ宅に侵

入した。 

Ｘは，Ａ宅の居間で腕時計を見つけ，これをジャンパーのポケットに入れてＡ宅を出た

ところ，たまたまＡ宅を訪ねてきたＢに出くわした。Ｂは，不審に思い，「あんた，いっ

たい誰だ。ここで何をしていたんだ。」と問い質したところ，Ｘは，このままでは逮捕さ

れてしまうと思い，走って逃げた。Ｂは，「こら，待て。」と言いながら，Ｘを追いかけ，

１００メートルほど追いかけたところでＸを取り押さえた。 

その頃，Ｙが，両者の近くを通りかかった。ＸとＢとの間には面識はなかったが，Ｙは

ＸともＢとも顔見知りで，日頃からＢのことを快く思っていなかった。Ｙは，ＸがＢに取

り押さえられているのを見て，「こら，何をしてるんだ。」と声をかけた。Ｂが，「こい

つは泥棒だ。警察につきだしてやる。」と言ったので，ＹはＸに「本当か。」と聞くと，

Ｘは，「Ａの留守を見計らって，これ（時計）をもってきただけだ。」と答えた。Ｂは，

「やはり泥棒じゃないか。さあ，時計を返せ。」といったので，Ｘは，時計を取り返され

まいとして，Ｂに掴みかかり，仰向けに倒れたＢに殴る蹴るの暴行を加えた。Ｙは，両者

の言い分から，ＸがＡ宅から時計を盗んだのだろうと思い，Ｂを快く思っていなかったこ

ともあり，Ｘが時計を取り返されまいとしているのに協力するつもりで，これに加功し，

こもごも，Ｂに対し暴行を加えた。両名が２人で加えた暴行により，Ｂは全治１ヶ月の傷

害を負った。 

Ｘ，Ｙの罪責を論じなさい（特別法違反の罪を除く。）。 

 
 
 

《問題１ 以上》 

 

 
 

《次頁に続く》 
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【問題２】 以下の設問に答えよ。 

 
 警察官Ｐらは，かねてから，けん銃密売の被疑者としてＸに対する内偵を続けていたと

ころ，Ｘがアタッシュケースを持って都内にあるビジネスホテルに投宿したのを確認し，

ホテル客室内を捜索場所とする捜索差押許可状を得た上，ホテルに赴いた。Ｐらは，まず，

同ホテルのフロントで支配人に事情を聴いたところ，Ｘは２階のツインルーム２０５号室

に投宿していること，Ｘがチェックインした後，Ｘと交際中のＹ女が２０５号室に出入り

していることが判明した。また，２０５号室は通りに面した窓（タテ９０センチメートル，

ヨコ８０センチメートル）が全開するタイプであることもわかった。Ｐらは，２０５号室

のドア前で，「ルームサービスです。シーツの交換に来ました」と虚偽の事実を述べ，Ｘに

ドアを開けさせようとした。そして，Ｘがドアを開けるや，「動くな，警察だ。令状が出て

いる。けん銃を持っているだろう。」なとど言って，ホテル客室内に押し入った。Ｐらは，

興奮したＸを制圧しながら令状を示し，部屋を見回したところ，同室内にいたＹ女がベッ

ドの下に置かれたアタッシュケースを持って部屋を飛び出そうとしたため，これも制止し

て，アタッシュケースを机の上に置かせた。アタッシュケースは施錠されていたため，Ｐ

らは，「中を開けろ」とＸに申し向けたが，Ｘはこれを頑強に拒否したので，Ｐは携帯して

いたドライバーでアタッシュケースの鍵をこじ開けたところ，中からけん銃２丁が発見さ

れたため，これを差し押さえた。 
 本件においてＰらが行なった，けん銃に対する捜索差押えは適法か。 
 
 
 

《問題２ 以上》 

 
《刑事法系問題 以上》 

 



【出題意図】 
 
問題１ 
財産犯と共犯をめぐる基本的な事項（奪取罪の保護法益，事後強盗罪の成立要件、事後

強盗罪と共犯など）を問うことにより，刑法理論に関する正確な理解をみるとともに，事

例処理能力を試すものである。 
 
 
問題２ 
 警察官が虚偽の事実を述べてホテル客室内に立ち入り，けん銃を差し押さえたとの事実

関係につき，捜索差押許可状の執行方法として適法かどうかを検討させる趣旨で出題した。 
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